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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそな日本中小型株式ファンド」は、2021年６月25日に第３期の決算を行いましたので、期中の運用
状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2018年９月28日から無期限です。 

運 用 方 針 
国内の金融商品取引所に上場されている（上場予定を含みます。）中小型株式を実質的な主要投資対象とし、信託財

産の積極的な成長を図ることを目指して運用を行います。 

主要投資対象 
ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）の受益証券を主要投資対象

とします。 

主な投資制限 

①株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

②投資信託証券（マザーファンド受益証券および上場投資信託証券を除きます。）への実質投資割合は、信託財産の

純資産総額の５％以下とします。 

③外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

りそな日本中小型株式ファンド
愛称：ニホンノミライ 

第３期（決算日 2021年６月25日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2018年９月28日 10,000 － － － 10,098 

１期(2019年６月25日) 8,243 0 △17.6 97.2 17,279 

２期(2020年６月25日) 8,924 0 8.3 90.7 17,280 

３期(2021年６月25日) 12,306 0 37.9 97.9 11,731 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2020年６月25日 8,924 － 90.7 

６月末 8,902 △ 0.2 90.6 

７月末 8,644 △ 3.1 90.2 

８月末 9,441 5.8 97.9 

９月末 9,900 10.9 97.7 

10月末 9,543 6.9 97.4 

11月末 9,981 11.8 97.9 

12月末 10,446 17.1 98.7 

2021年１月末 10,857 21.7 98.0 

２月末 11,218 25.7 94.8 

３月末 11,837 32.6 96.6 

４月末 11,911 33.5 96.9 

５月末 11,812 32.4 98.0 

(期  末)    

2021年６月25日 12,306 37.9 97.9 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2020年６月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末8,924円から当期末12,306円と

なり、3,382円の値上がりとなりました。 

国内株式市場全体が上昇したことに加え、保有する投資対象銘柄の選択・投資割合の管理がプラスに寄与し

たことが、基準価額の主な値上がり要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。新型コロナウイルス問題に伴う先行きの不透明感が続

くなか、主要各国の大規模な財政・金融支援策に対する期待等から上昇基調で推移しました。新型コロナワク

チンの開発・普及に向けた期待や、米大統領選挙の結果判明により景気見通しや政治・政局を巡る不確実性が

一定程度緩和されたこと等も追い風となりました。期末にかけては、日経平均株価が約30年ぶりに30,000円台

を回復する場面も見られましたが、緊急事態宣言の再発令や国内におけるワクチン普及ペースの伸び悩みか

ら経済活動正常化の後ずれ等が意識され、伸び悩む展開となりました。 

規模別では、小型株に比べ大型株の上昇幅が大きくなりました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行いました。 

 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、社会の構造変化に伴い生じる「社

会的な課題」の解決にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ安定的に成長することが期待できる企業を厳

選して投資を行いました。当期は国内株式市場全体が上昇するなか、「社会的な課題」の解決へ取り組みを行っ

ている投資企業がファンドの基準価額にプラスの影響を与えました。 

当期のファンドの基準価額に影響を与えた主な投資企業は以下のとおりです。 

 

＜プラス要因＞ 

■ＳＲＥホールディングス 

ソニーの社内ベンチャーである「ソニー不動産」としてスタートした会社です。不動産仲介や賃貸マンショ

ンの開発を行う一方で、ソニーが開発したＡＩエンジンを活用し高品質な業務支援サービスを不動産業界中

心に広く展開しています。不動産業界は一物一価の個別性やローカル性に加え、事務作業の非効率性が残る古

い産業で、ＡＩやＲＰＡ（ＡＩを活用したオフィス業務の効率化・自動化）による改善余地は大きいと考えら

れます。働き方改革が叫ばれるなか、自らも不動産業を営む同社はそうした企業の改善ニーズを取り込んだ持

続的な成長が期待できると判断しています。コロナ禍を機に不動産業界のＤＸ（デジタル・トランスフォー

メーション）化は更なる加速が見込まれており、株価もそれらを織り込む形で上昇しています。 

 

■ヒト・コミュニケーションズ・ホールディングス 

販売・営業・サービス分野を中心に顧客企業の業務支援を行う企業グループです。家電販売やモバイル通信

を始めとする各種小売・サービス業者に対して店舗等での営業支援を行う一方、近年ではＥＣサイトの運営や

ＩＴ技術を駆使した営業支援などのデジタルマーケティング事業に注力しています。また、2019年のラグビー

Ｗ杯など各種スポーツイベントの運営受託や外国人観光客へのサービス提供に必要な人材派遣にも積極的に

取り組んでいます。国内では少子高齢化の進展で労働力が不足し、各企業とも生産性の向上に迫られています

が、同社は高度な専門人材や豊富なノウハウを企業に提供することでそうした社会課題の解決に尽力してい

ます。同社の強みは未経験者を経験者に変える人材育成力で、付加価値アップという点で企業と社員はwin-

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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winの関係にあります。コロナ禍では多くのスポーツイベントの延期・中止や外国人観光客の激減が業績を押

し下げましたが、デジタル営業支援の急拡大で業績は持ち直し、株価も大きく上昇しました。 

 

＜マイナス要因＞ 

■モダリス 

独自のゲノム編集（遺伝子改変）技術に強みを持つ創薬ベンチャーです。ゲノム編集の基礎技術は、2020年

ノーベル賞の対象となったように近年注目が高まっています。同社の技術は遺伝子の発現レベルをスイッチ

のようにオン、オフにすることで病気の最上流に働きかける仕組みとなっており、再現性の高さやコストの低

さに加え、対象遺伝子に対する設計のし易さが大きな特徴になっています。したがって、これまで患者数が少

ないために治療薬が開発されてこなかった多くの希少疾患に対して経済的にアプローチできる可能性が高く、

誰ひとり取り残さない社会の実現を標榜するＳＤＧｓの理念に合致したビジネスとして高く評価しています。

期中では世界的にバイオ関連株のリターンが弱かったことや、予定していたライセンス料収入が次期へ後ず

れしたことなどから株価は低迷しましたが、本質的な成長期待に変化はないと判断しており、投資を継続して

います。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2020年６月26日～ 
2021年６月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,539  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンド 
引き続き、ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用を行う方針です。 
 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 
引き続き、国内の金融商品取引所に上場されている中小型株式を主要投資対象とし、短期的な相場動向に左

右されず、社会の構造変化に伴い生じる「社会的な課題」の解決にビジネスの観点から取り組み、持続的かつ
安定的に成長することが期待できる企業を厳選した投資を継続します。 
コロナ禍は２年目を迎え、感染状況・景気動向ともに楽観視できない状況が続いていますが、一方で新型コ

ロナワクチンの接種は加速的に進展しつつあり、経済の正常化に向けた動きは今後強まっていくことが予想
されます。 
コロナ禍からの回復過程では様々な歪み（ひずみ）があちらこちらに生じる可能性が高く、実際に一部の業

種・事業領域では急激な需要変化に対応しきれず、既に大きなしわ寄せが発生しています。例えば、米国では
低金利やテレワークの定着により郊外での生活が人気化したことで住宅着工が急増し、結果として木材価格
高騰などの影響が日本まで波及してきています。またコロナ禍でのＰＣ需要の拡大や米中間対立の影響など
で半導体需給がひっ迫するなか、需要が急回復してきた自動車市場では半導体不足により生産が停滞してお
り、米国では中古車価格が大きく上昇しています。 
こうした動きを受け、企業は製品・サービスを適正な価格にて安定的に提供すべく、生産体制や供給網の見

直しといった事業の効率化をこれまで以上のスピードで進めていくと見られます。また環境負荷軽減への意
識の高まりもあって、利用可能な資産を「所有」から「共有」へ移行する消費者の動きも活発化しており、シェ
アリングに必要かつ便利なプラットフォームを提供する企業が今後も数多く現れてくると思われます。 
このように、コロナ禍からの回復局面で生じる歪みは様々な社会構造の変化を加速させていくと見られ、こ

れら変化が生み出す需要を取り込むことにより持続的な成長が見込まれる企業の発掘に努めてまいります。 

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 205  1.980  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (101)  (0.974)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (101)  (0.974)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 13   0.126   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 13)  (0.126)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.008   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.008)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 219   2.114    

期中の平均基準価額は、10,374円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 81,044 88,900 9,746,020 10,565,260 

 
 
 

○株式売買比率 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 21,839,488千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 13,836,647千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.57   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：90150_120009_003_03_りそな日本中小型株式ファンド_872076.docx 

日 時：2021/8/3 14:27:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

りそな日本中小型株式ファンド 

○組入資産の明細 (2021年６月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 18,748,985 9,084,008 11,745,623 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年６月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド 11,745,623 98.7 

コール・ローン等、その他 153,851 1.3 

投資信託財産総額 11,899,474 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年６月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,899,474,638   

 コール・ローン等 141,141,281   

 ＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンド(評価額) 11,745,623,357   

 未収入金 12,710,000   

(B) 負債 167,942,468   

 未払解約金 43,985,527   

 未払信託報酬 123,421,814   

 未払利息 382   

 その他未払費用 534,745   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,731,532,170   

 元本 9,532,988,922   

 次期繰越損益金 2,198,543,248   

(D) 受益権総口数 9,532,988,922口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,306円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は19,364,761,333円、期中追加設定元

本額は928,488,851円、期中一部解約元本額は10,760,261,262円

です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.2306円です。 
 

○損益の状況 (2020年６月26日～2021年６月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       64,814   

 支払利息 △       64,814   

(B) 有価証券売買損益 3,351,321,939   

 売買益 4,625,364,723   

 売買損 △1,274,042,784   

(C) 信託報酬等 △  285,761,726   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,065,495,399   

(E) 前期繰越損益金 △  658,809,596   

(F) 追加信託差損益金 △  208,142,555   

 (配当等相当額) (     12,553,498)  

 (売買損益相当額) (△  220,696,053)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,198,543,248   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,198,543,248   

 追加信託差損益金 △  208,142,555   

 (配当等相当額) (     14,356,639)  

 (売買損益相当額) (△  222,499,194)  

 分配準備積立金 2,406,685,803   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（152,955,954円）、

費用控除後の有価証券等損益額（2,139,803,147円）、信託約款に

規定する収益調整金（14,356,639円）および分配準備積立金

（113,926,702円）より分配対象収益は2,421,042,442円（１万口

当たり2,539円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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○お知らせ 

・信託金の限度額を変更するため、約款に所要の変更を行いました。（2021年３月26日） 

・投資する親投資信託の名称変更に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2021年４月24日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内株式アクティブ中小型マザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・信託金の限度額を変更するため、約款に所要の変更を行いました。（2021年３月26日） 

・ファンド名称の冒頭部分の「ＲＡＭ」を「ＲＭ」に変更するため、約款に所要の変更を行いました。（2021年

４月24日） 
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